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 原著 
 森ノ宮医療大学鍼灸学科学生の社会的スキルに与える要因 
 大月隆史、髙﨑雷太、松熊秀明、鍋田智之 
 森ノ宮医療大学　保健医療学部鍼灸学科 
要　　旨
 【背景と目的】
　医療系大学に入学する学生は、社会的スキルが高く、臨地実習を通じて向上するとされる。本研究では、
森ノ宮医療大学保健医療学部鍼灸学科に入学する学生の社会的スキルの特性と、向上する要因について検討
した。
【方法】
　鍼灸学科7期生を対象に、社会的スキルに関するアンケート調査を4年間行った。評価用紙は、KiSS-18
（Kikuchi’s Scale of Social Skills: 18items）を用いた。3年次と4年次では、大学生活や実習のモチベーショ
ンについても調査した。
【結果】
　1年次のKiSS-18得点は、看護学生の先行研究と同様の傾向を示した。年次毎のKiSS-18得点では有意差は
認められなかった。3年次と4年次では「感情処理のスキル」「攻撃に変わるスキル」「計画のスキル」の各
因子で有意に上昇した（p<0.05）。また、4年次で「学習についての満足度」（p<0.05）「卒業後のイメージ」
（p<0.01）が有意に上昇したが、実習や臨床技術については差を認めなかった。4年次では進路決定状況に
よって有意差が認められた（p<0.01）。「卒業後のイメージ」とKiSS-18得点の間に中等度の相関が認められ
た（r=0.45）。
【考察と結語】
　本学鍼灸学科に入学する学生は、他の医療職種に入学する学生と社会的スキルにおいて同様であった。し
かし、社会的スキルが上昇する要因は実習や臨床技術ではなく、卒業後のイメージや進路活動および国家試
験に向けた学習である可能性が考えられた。本学の鍼灸師教育における実習のあり方について、検討する必
要がある。 
 キーワード：社会的スキル、鍼灸師 
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 1．背景・目的 
 　近年の医療現場では，患者に対するコミュニケーションスキルのみならず，医療者間でのコミュ
ニケーションスキルの必要性が高まっている。コミュニケーションスキルの一つとして，社会的
スキルが挙げられる。この社会的スキルは，学習またはトレーニングで培われていくものであり，
年齢とともに上昇するものであるとされている 1.2） 。 
 　医療系分野を選択する学生は，社会的スキルが高い傾向にあり，看護師養成校入学者を対象と
した調査報告がある 3） 。また，臨地実習前後に社会性が向上するとした報告もある 4） 。看護師や
理学療法士の養成においては，医療機関における臨地実習が定められており，看護師で23単位，
理学療法士で18単位の臨地・臨床実習が必要とされる。これらの実習は，低学年から卒業学年
に至るまでに数週間から数か月単位で実施されており，実践的な場に身を置くことで社会人なら
びに医療人として求められる社会性を構築していると考えられる。 
 　はり師・きゅう師（以下鍼灸師）の養成においては，臨床実習は1単位以上とされており，厚
生労働省管轄下の養成機関では，養成機関に附属する施設以外での実習は認められてこなかった
 5） 。これに対して，2016年1月から開催された「あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師学
校養成施設カリキュラム等改善検討会」では臨床実習の在り方についても議論され，平成30年
度4月から実施されるカリキュラムでは，総単位数の引き上げとともに臨床実習単位数も4単位
に増加され，制限はあるものの学外の施設においても臨床実習が可能となっている 6） 。 
 　森ノ宮医療大学保健医療学部鍼灸学科では，開学時より2～ 4年次で合計4単位の臨床実習が
行われている。加えて，2年次および4年次に各30時間の学外施設実習を行っている。また，規
則に定められた86単位以上（平成30年度より94単位）を大きく超える124単位以上のカリキュ
ラムを4年間で実施することで，より質の高い医療人の養成を目指してきた。その一方で，学習
意欲や行動および進路活動は十分とは言えず，カリキュラムなどの教育方法の見直しが必要と考
えてきた。我々は，教育における問題点を検討する目的で，平成25年から毎年11月に鍼灸学科
の学生を対象として，社会的スキルについて調査を行い，その変動および関連する因子について
検討を行ってきた。本調査研究では，鍼灸学科7期生の入学から卒業までの4年間を一貫して分
析が可能となったため，その変動および関連因子について検討したので報告する。 
 2．方法 
 1）対象 
 　森ノ宮医療大学保健医療学部鍼灸学科に在籍する7期生（平成25年入学）から10期生（平成
28年入学）の1年次の結果（7期生57名，8期生61名，9期生61名，10期生61名）および7期生
の4年間の推移を分析の対象とした。 
 2）評価用紙 
 　社会的スキルを測定する評価用紙として，KiSS ― 18（Kikuchi’s Scale of Social Skills: 18items）
を用いた。KiSS ― 18は，菊池らによって開発された社会的スキルを測定する尺度である。菊池らは，
社会的スキルについて対人関係を円滑にスキルであるとしている。18種類の下位尺度（質問項目）
から成り，それぞれの項目は初歩的スキル，高度のスキル，感情処理のスキル，攻撃に代わるス
キル，ストレスを処理するスキル，計画のスキルの6つの下位分類に大別される。KiSS ― 18の得
点方法は，1点から5点までの5件法であり，1点（いつもそうでない）2点（たいていそうでない）
3点（どちらともいえない）4点（たいていそうだ）5点（いつもそうだ）の内容で，最低点数18
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点から最高点数90点である 7） 。 
 　関連因子の評価として，平成27年，平成28年に「スマートフォンの依存度」「学習を除く大学
生活の満足度」「大学における学習についての満足度」「卒業後になりたい自分のイメージをどの
程度できているか」「実技または実習におけるモチベーション」「臨床技術の自信」を10件法で
調査した。「スマートフォンの依存度」の質問では点数が高いほど依存が高いことを意味し，否
定的である。それ以外の評価においては点数が高いほど肯定的な意味を持つ。 
 3）方法 
 　調査は毎年11月に実施した。平成25年，平成26年は無記名で行い，平成27年，平成28年は
記名式で行った。調査は毎年各学年の授業開始前に行い，調査の目的，方法，個人情報の保護を
遵守すること，個人が特定されるような報告を行わないこと，調査への参加の自由，調査後も分
析に用いることを拒否する自由について口頭で説明し（調査票の最初に文書でも記載），同意し
た者のみに調査票の記載と提出を依頼した。 
 4）分析 
 ① 平成25年から28年までの1年生のKiSS ― 18総得点と看護分野の先行研究 3） を比較し，鍼灸学科
入学生の傾向を検討した。 
 ②7期生の1年次から4年次までの下位分類の比較を行った。 
 ③ 7期生の記名式で行った3年次と4年次の結果について，KiSS ― 18総得点の比較，下位分類，下
位尺度の比較を行った。また，関連因子の項目毎に比較検討を行った。 
 ④ 7期生4年次の進路決定者と進路未決定者のKiSS ― 18総得点を比較し，進路決定との関係を検
討した。 
 5）統計処理 
 　4年間の1年生のKiSS ― 18総得点と先行文献の結果をウェルチのt検定で比較した。7期生の年
次毎の下位分類をクラスカル・ウォリス検定とした。記名式で行った3年次と4年次の結果は，
ウィルコクソン符号付順位和検定で比較した。4年次の進路状況とKiSS ― 18総得点は，ウェルチ
のt検定とした。いずれも統計学的有意水準を5％とした。統計解析ソフトはJSTAT（書籍付属版）
を用いた。 
 6）倫理的配慮 
 　本研究は，森ノ宮医療大学研究倫理審査部会の承認を得て実施した。（承認番号：平成25年度
2013 ― 022，平成26年度2014 ― 041，平成27年度2015 ― 59，平成28年度2016 ― 094）。インフォーム
ドコンセントは前述の通り行った。得られた調査結果は個人の識別番号毎にマイクロソフト・エ
クセルに入力した。データは暗号化されたUSBにて保管し，評価用紙は鍵のかかる保管庫にて
管理した。 
 3．結果 
 　ウェルチのt検定の結果，7期生から10期生の1年次におけるKiSS ― 18総得点は，看護学部入
学生に関する先行研究結果と有意差は認められなかった（表1）。 
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表1．医療系大学入学者のKiSS―18得点（平均±標準偏差）
 　下位分類毎に7期生の年次間の下位分類についてクラスカル・ウォリス検定を行った結果，年
次要因では有意な差が認められなかった（表2）。 
表2．年次毎の下位分類（平均±標準偏差）
 　記名式で行った7期生の3年次と4年次における比較を，アンケート実施日に欠席していた学
生および休学・退学者を除く49名で実施した。対応あるウィルコクソン符号付順位和検定の結果，
KiSS ― 18総得点は61.61±9.87から64.34±10.4に上昇した。下位分類の比較では，対応あるウィ
ルコクソン符号付順位和検定の結果，「感情処理のスキル」（9.8±1.86→10.47±1.84　p＜0.05），
「攻撃に変わるスキル」（9.65±2.39→10.33±2.32　p＜0.05），「計画のスキル」（10.67±1.86→11.39
±1.99　p＜0.01）の得点が有意に上昇した（表3）。 
表3．KiSS―18の下位分類の変化
 　KiSS ― 18の下位尺度を比較し，3年次と4年次の比較を対応あるウィルコクソン符号付順位和
検定の結果，「感情処理のスキル」に含まれる項目では，Q6「まわりの人たちとの間でトラブル
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が起きても，それを上手に処理できますか。」で有意な上昇が認められた（p＜0.05）。「攻撃に変
わるスキル」に含まれる項目では，Q7「怖さや恐ろしさを感じたときに，それをうまく処理で
きますか。」で有意な上昇が認められた（p＜0.05）。「計画のスキル」に含まれる項目では，Q9「仕
事するときに，何をどうやったらよいか決められますか。」Q12「仕事上で，どこに問題がある
かすぐに見つけることができますか。」で有意な上昇が認められた（p＜0.05）（表4）。 
表4．KiSS―18の下位尺度の変化
 　関連因子の分析では，3年次と4年次の比較を対応あるウィルコクソン符号付順位和検定を行っ
た結果，「大学における学習についての満足度」（p<0.05）「卒業後になりたい自分のイメージを
どの程度できているか」（p＜0.01）の得点が有意に上昇した（p＜0.05）（表5）。しかし，「実技
または実習におけるモチベーション」と「臨床技術の自信」については上昇する傾向は示したが，
有意な差は認められなかった。 
表5．日常生活調査の変化
 　4年次の進路決定者と未決定者のKiSS ― 18得点を比較し，ウェルチのt検定の結果，進路決定
者のKiSS ― 18得点が有意に高かった（67.1±10　vs　58.8±9.7　p＜0.01）（表6）。また，KiSS ―
 18得点と「将来のイメージ」に中程度の正の相関（r＝0.45）が認められた（図1）。 
表6．進路決定者と進路未決定者のKiSS―18得点
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図1．KiSS―18得点と将来に対するイメージの相関
 4．考察 
 　7期生から10期生までの過去4年間における鍼灸学科1年生のKiSS ― 18得点と，看護学部入学
生を分析した先行研究 3） との間に有意な差は認められなかった。菊池らは，看護学部入学生と一
般大学入学生のKiSS ― 18得点を比較し，看護学部入学生の方が有意に高いことから，医療系を目
指す学生は社会的スキルに関する自己評価が高い傾向にあると指摘している 7） 。森ノ宮医療大学
保健医療学部鍼灸学科の1年生においても同様の傾向があると考えられる。しかし，看護学部入
学生と一般大学入学生の男女間で社会性の比較は行われておらず，本学科の学生の男女間の比較
も行っていないことから性別における社会性については言及出来ない。また7期生の1年次から
4年次までの集団の下位分類に有意な差は認められなかった。集団的にKiSS ― 18得点の上昇が認
められなかったことは，鍼灸学科の教育カリキュラムが社会性の向上に結び付いていない可能性
が考えられる。 
 　看護領域や理学療法領域の先行研究では，臨地実習の前後で社会性が向上するとしている。本
多らが行った調査では，実習後に「初歩的スキル」が有意に上昇したと報告している 8） 。下位尺
度としては，Q9「仕事するときに，何をどうやったらよいか決められますか。」が臨地実習後に
有意に上昇しているとしており，実習担当者から課題を与えられることがあり，現場で自分が何
をすべきかを考える能力が高くなったと考えられている 8） 。下村らは，看護分野の臨地実習前後
の変化を検討し，Q7「怖さや恐ろしさを感じたときに，それをうまく処理できますか。」Q9「仕
事するときに，何をどうやったらよいか決められますか。」Q12「仕事上で，どこに問題がある
かすぐに見つけることができますか。」の得点が実習後に有意に上昇しているとしている 9） 。鍼
灸学科では，2年次後期の11月から附属施術所の臨床実習が開始され，4年次卒業時まで定期的
に行われている。先行研究と同様に鍼灸学科においても臨床実習が社会性向上に有用であれば，
3年次，4年次につれて社会性の向上が得られると考えた。そこで，記名式で行った7期生の3年次，
4年次における対応のあるデータを比較した。その結果，「感情処理のスキル」，「攻撃に変わる
スキル」，「計画のスキル」の得点が有意に上昇した。これらは先行研究とは異なるスキルの上昇
ではあるが，学年進行を通じて社会的スキルの向上が認められることを示している。しかし，関
連項目の分析では，「実技または実習におけるモチベーション」と「臨床技術の自信」について
は上昇する傾向は示したが，有意な差は認められなかった。これは鍼灸学科の社会的スキルの向
上は，他の医療領域の養成とは異なる要因が作用している可能性が考えられた。 
 　7期生の3年次から4年次にかけての変化として，「大学における学習についての満足度」と「卒
業後になりたい自分のイメージをどの程度できているか」において有意な変化を示した。「大学
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における学習についての満足度」については，国家試験を控えて対策授業の強化など学習を強く
意識する環境の変化が影響していると考えられる。「卒業後になりたい自分のイメージをどの程
度できているか」については，就職活動を通じた将来の明確化が関与していると考えられる。実
際，進路決定者の方がKiSS ― 18得点において有意に高く，将来に対するイメージとKiSS ― 18得点
の間に正の相関も認められていることから，進路活動が社会的スキルの向上に影響した可能性が
考えられる。中嶋の報告では，内定獲得群の方がコミュニケーションスキルやトラブルシューティ
ングが有意に高く，社会的スキルの合計得点も高い傾向を示したとしている。また，内定獲得群
の方が感情統制，自己理解・受容について高い傾向を示すとしている 10） 。鍼灸学科の結果でも，
感情面での項目で上昇が認められている。 
 　医療系大学として，社会に貢献できる医療人の育成は重要な目標である。鍼灸学科としては，
臨床実習を通じて知識・技術・人間性の向上を目指してきた。しかし，本調査結果からは臨床実
習を通じた技術の向上と自信の獲得が社会性の向上と結びついていない現状が明らかとなった。
鍼灸師教育では，他の医療職と比較して明らかに臨床実習で必要とする単位数（1単位以上）が
少なかった。多くの養成校において学生の実技能力向上には単位数および時間数の増加が不可欠
との議論を経て平成30年度から4単位に改正されるにしても，看護師や理学療法士の養成と比較
にならない 6） 。外部の医療機関における実習も1単位を超えない範囲で認められるが，実習施設
の認定要件が厳しく，養成校に附属する施設での実習が今後も中心となると考えられる。附属施
設の実習担当者は平時から教育に関わる大学専任教員であり，教室での講義・実技と明確な区別
が出来ているかが課題であると考える。いずれにしても，患者を対象とした医療施設における実
習であり，学生が真の成長を遂げるための在り方について改めて検討する必要性を感じる。また，
実習に入るまでの講義および実技についても検討し，カリキュラムのイノベーションを進める必
要があると考える。 
 5．結語 
 　鍼灸学科に入学する学生は，他の医療職種に入学する学生と社会的スキルにおいて同様であっ
た。しかしながら，社会的スキルが上昇する要因は実習や臨床技術ではなく，進路活動および国
家試験に向けた学習である可能性が考えられた。鍼灸学科においても，他の医療職と同様に臨床
実習が社会的スキルの向上に役立つように，カリキュラムについて見直しを図る必要があると考
える。 
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Abstract
［Background and Purpose］
　 Students enrolled in medical universities have high-level social skills that are further improved through 
clinical training. This research studied the characteristics of and factors that improve the social skills of 
students enrolled in the Department of Acupuncture of the Faculty of Health Sciences at the Morinomiya 
University of Medical Sciences. 
［Method］
　 For four years, we conducted questionnaire surveys of the social skills of students in the 7th class in 
the Department of Acupuncture employing KiSS-18 （Kikuchi’s Scale of Social Skills: 18 items）. In the 
third and fourth years, the survey included questions about university life and their motivation to receive 
practical training.
［Results］
　 The KiSS-18 scores in the first year revealed trends similar to those indicated in prior research on 
nursing students. We found no significant difference in the KiSS-18 scores each year. In the third and 
fourth years, the factors “Dealing with feelings,” “Alternatives for aggression,” and “Planning skills” 
increased significantly （p<0.05）. In the fourth year, “Satisfaction with studies” （p<0.05） and “Image of life 
after graduation” （p<0.01） increased significantly, but no difference was found for practical training and 
clinical techniques. In the fourth year, we found a significant difference （p<0.01） according to students’ 
decisions regarding their course after graduation. A moderate correlation was found between “Image of 
life after graduation” and the KiSS-18 scores （r= 0.45）.
［Considerations and Conclusions］
　 The social skills of students enrolled in the Department of Acupuncture at this university are identical 
to those of students in departments teaching other medical service occupations. However, the factors 
that improve their social skills are not practical training and clinical techniques, but their image of life 
after graduation, future life course, and training to prepare for national government examinations. It is 
necessary to study how practical training is conducted to train acupuncturists at this university. 
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